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の長'きを/とし，其の先端での深さを hoとすれば，海岸からの距離 r なる黙での深さ













(1) Nomitsu and Habu: Proper Oscil1:ltions of the Sea of Contin(川は!ち!日'f，五[em.Coll. Sci. 
Kyoto Imp目 Univ.，18 (1935)， 247. 
野満隆、治.，棚振動の成立候件と M~rian 週期の修正:本誌，本務， 3R頁.












at ~ a.¥ ' 
â~ 一一三-(1m} …，"・ H ・.....・ H ・-一一…… H ・ H ・-・・ H ・ H・"…・………(1.2)
at ， a.¥ 
上の二式より衣の闘係式が得られる。
三子=σ三τ[hlt.]， ・……・・……...・H ・.…-一 ....... 一 …・…・・(1.3)
at2 " 吐γ
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aj2 "ax' I a.¥ I 
海岸の間近では深度がIJ'-εあるから IzCx)に比して Eを無視するととが出来たい。それ
故K連続方程式は失の如くとるべきである、即ち





!とIz:Z--/(/) =:z ar sin'7r/.......・H ・-… H ・H ・-…..… H ・H ・.....…'"・ H ・.....・ H ・-(1.5) 
糖岸では振動の腹と考へられるから
I hCx) I z~o=O， Iと1%_01ニか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ (1.6)
怒る4条件を満足する。
(2) Proudman は其の著 TheE庁'ectson the Sea of Changes in Almospheric Pressure， M. .~ 
R. A. S. Geophys. SllpplcmcJ.t， 2 (l!)29)， 201に於て，地球自縛のみならず鉱区放果を合め
/ x'、た研究をして居るか，均-1;震度及び h(x)=ho(~) なる海峡の場合だけを論じて居る。、α-1 
( .18 ) 
海棚又はi憾の振動に刻する海底形欺の影響
叉，最初の僚件としては，水面が静止して居たものとし




l' I x~l=f(!)= 2' ar sin σλ....・H ・-…..・H ・..……・…・・ …… …・……・・(2.2)
l' I ，， ~Oヰ 0， I h(x) I ，，~()=O.""'" ・ H ・..………..，・H・-…・・…・……・・……(2.3)
l' I t~o=O."" ・ H ・.....・ H ・....・ H ・-… ー … ....・ H ・-…....・ H ・-…....・ H ・-…....・ H ・ -(2.4)
之を解くのに Stokesの方法を適用する。徴分方程式
r " ，dγ1 ーァ1gh(x)τ 三 +がω=0，..・ H ・-…..・ H ・...・ H ・...・ H ・.(2.5)
ax I a.t I 
を満足して戎の像件を満足する法化されたる直交画数 X.(心を考へる。メ印ち
X.(O)ヰ0，X.(l)=O……………....・ H ・..，.....・ H ・...・ H ・...………"'(2.6)
但し%は五(/)=0なる篠件より決定される常敏であるO
而してとら，t)を失の如き級教に展開し符られるものと考へる。印ち
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( 49 ) 
海棚又は世警の振動に封ずる海底形燃の影響
式 (2.2)，(2.3)， (2.5)及び (2めから
λ=ーと(I)ghoλ:，.(/)-cx; T.(!)・H ・H ・-一一………….・ H ・...・ H ・-一………・(2.9)
が得られる。依って・/gho=voとすれば
τ十L与乙lμgμd必附Aκん刷C心ωtο)手判L斗l=i呈[ト叶，1占~，~石附;(幻ω(υω/η側)ν/(1パんο/
σ¥:' I σ.¥:' I .~1 
式(2.7)を tK就いて二回微分して
<J2~ ∞〆i~T. 
--;-:;-= :Eつつ~X.(.I:). 一……… .....・ H ・........一… ・…一 - ……・・・…・・..-(2.11) 
<JI' ;:7. dt 
式 (2.10)，(2.11)を式 (2.1)に代入して
d~ T. っー4十cx;~(/) = -l~.r/，ρ)[:El1r sin "r/]，………-……...…….い…….一…….リ……. 一. いadt' • 
s=l， 2， 3，・一
なる微分方程式が得られる。 7Eは強制振動の場合の運動方程式で、ある。
長波が海却の先端¥;=!K到達したる瞬間 1=0なるとき 1~ 1円 =0怒る4条件を満足す
る上の微分方程式の一般解は





∞r ~: ぺλ~~(I) ~ .1 ~(心\ '， _t)=':異里計{トC. S創II加α〆一玄一r一7σ今rS剖凶I山1
r .-J川l r α巧，一σ写-】
強制振動の中間有振動と其の週期が近接するものほど其の振l隔が大友る ζ とは式 (2.13)
にて明示されて居る通りである。
αaと最も近接せるらを υ'.とし，其の振!隔を(/~とする。 而して σs三%十九と置けば
16.1は非常K小で、ある。然るときは
Ft巧(1)_ 0;__" 7'~.\'.;(!) 




( 50 ) 
務棚又は憾の振動に主Jする海底形欣の影響
とたる。故K振動の一般式は次の如くなる。自Hち
∞r_ 0:. _ J I 7~X;C/) _ _:， 1.' J と(x，t)壬ヰic. siuO".t十で:ァ~a3sin (cx&ートo.)tλ:.(x)...…-………(2.14') 
.elJ 乙O.α. ) 
3.直交画敷石(ι)の決定，ー微分方程式
一+1手付Ig.似μd州Aκκん(ιbωνぶ心Iο)叫4斗~I十竹吋吋α4かω:わ1
a.ピ I 1.¥' I 
の解にしてえ(0)ヰ0及びん(1)=07'J.るt条件を満足する法化されたる直交l函数 λ. (けを
求めんとする。
れ (.t')=ん(ナ)ν とイ腕し， ωv>l及川i)1>仰の二つの場合に分って解を
求める。
( i ) 海底が凸獄をなす場合(v>l):ーとの場合の解を
・ .¥'，/ t)=B.( -tr~ 1 _l_{P.(ナr} 闘 (2)。


















を同時に満足する正数 V，!Jl， Il を決定し得ればよいととKたる
先づ此等の関係より 2>vなる範囲での vでたければならぬととが知られる。而して
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立τ 立τt 1 
τ1=一一一=一一一一一………...・ H ・..…'"・ H ・"….………'"・H ・H ・H ・..…・・(5.1)






- 41 一一一τ=-二一=4，'，十I ιー..........・・ ・ー ・・・・・…............ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(5.2)， g/I τ¥、






vの種k の値をとるときの τJ/壬及び τ1/τoを示せば表 (II)の如くである。
表(II) 固有振動の週期
v 土 1%1+1 1 1+ 1+1+1よ
1.836 1.640 I 1.500 I 1.310 I 1.157 I 1.112 I 1.076 I 1.000 





(2)平均の深さ Aで一様の深度と仮定せる場合の週明 L に比しては10%程度の大小があ
る。









)，.=一一一一f…一一…… H ・H・-…一… H ・H・-……-・…一一……一…….'.(6.2) 
IIW. v+2 




5 。、 4 2 。v 
3 
".，_ 
2 3 3 2 3 
(入)"-1 7.341 6.661 6.001 5.241 4.63l 4.45l 4.3"l 41 
J^ 3.i51 3.601 3.50l 3.471 3.691 41 
上の表に示せる結果陀依れば衣の事項が知られる。
(1)海棚の先端に於ての波長は v=oのときの波長 41より大であるo vが 21'L近きと
きは v=oのときの波長の二倍近くである。 e 
(2)千均の波長 12は深さが一様にんなる場合に比して， ノl、なる場合が多い。 而して
)，は v=oのときの波長 41陀比じて10，%科ー 度の差異がある。
7.強制振動の振幅 :一強if!J振動の振幅を"1.とすれば式(2.14う




1 ← 1τ. _ 12 勺 ・・・(7.2)
O"a.1l α! -l九 Ill:!fl.~i'~ ~でs
然るに式(3.5)から
/ <).H ¥.1 / . ¥明 J1 4p.( __:子 r~入二(，)=ド子)ヨトトドユLムム一一一....................…・・ (7.3)
¥ I / ¥ t / .!.+よ(f'.) 
刊し O<vぐ1のときは 1 を 1ー に替へる。依って
Hl 事
x;(I) =一二三:LPs・...…・・……H ・H ・-…-…・・…・・・ ・-…ー …………(7.4)
J苦
式 (7.2)，(7.3)，及び (7.4)を式 (7.1)に代入すれば
今{ド，(-ff}
dh-z式出:)rF81v山
が得られる。故に海岸に於ける振|隔を I.1. "，-0 とすれば
(fiG ) 
際棚叉 l ;t ìFtの振動に針する栴底7~欺の影響
I A.Iz-O 」土 1 ー づ子一刀s 日・………ー ………一….....・H ・'(7・6)
p. nノ 1(μ心掛S
一一
I A1 I z-O件Lalを数例に就いて計算すれtば次の如くなる。
J 、，ー
。υ 4 2 。v 
2 3 3 2 









I~に 3 4 . 2 。z 3 3 2 
0.0 20.20 12.92 8.01 i.58 8.03 8.59 
0.1 6.81 8.80 6.89 6.88 i.!i 8.48 
0.2 4.93 6.i7 5.86 6.23 6.61 8.17 
:ト0.3 3.69 5.31 4.87 5.52 6.01 0.4 2.78 4.18 4.01 4.69 5.30 
0.5 2.07 ， 3.15 3.19 2.81 4.34 6.07 
0.6 1.49 2.30 2.44 3.05 8.47 5.05 
0.7 1.02 1.59 1.75 2.23 2.59 3.90 
0.8 0.63 1.02 1.11 1.47 1.75 2.65 
0.9 0.29 0.48 0.53 0.71 0.88 1.34 
1.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
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eJI d eJιt 
長(8.2)を fに就いて積分して， α〔 fhiTの関係を代入すれば
1寸.(i-)m} /了
1/心炉一元主ァ(ナ)宮間lbs(ナrt士Y石工









( 5¥J ) 
、務棚又は湾の振動に到する海底形欺の影響
岸附近での増大の割合が vが元なるときほど急激であり， v州、怒る1ときほど緩慢である。


























(2)強制振動の振幅は「強制振動と間有振動との週期の差 Aτ の問有振動の週期 τに封
( 60 ) ， 
)' 
if'_î，棚又は鴻の振動に艶j する海底7~J伏の影響
する逝比す」に依って倍加される。
海岸に近づくに伴ひて其の振幅が増大する模様は (i)海底が凸献をなす海では，海
岸の近くで急激に増大し，其の反封に (ii)海底が凹献をなす海では海岸の近くで緩慢
に増加する。
(3)水分子の速度は振動し，其の振幅は(i)海底が凸放をなす海では海岸に近づく1'Lf'竿
ひて非常に増大する。其の反1&K(ii)海底が凹欣をたす海では海岸に近づくに伴ひて
減少する。
されば海底が凸献をなす海では長波が沖合より海岸に近づくに伴ひて非常に大なる水勢
と怒りて，津浪が大I'L護達するものと考へられる。
此の見地に於て三陸地方の津浪K封して，現著者は非常に興味を感やるもの Cある。
絡に本研究中，野湖教授より種々懇切たる御J忠言を賜はり，深く感謝の意を表するo
， 
( 6L) 
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